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　戦没者慰霊祭が８月20日、幌延神社敷地内にある戦
没者慰霊碑前で行われ、関係者15人が参列しました。

野々村仁町長は戦没者に慰労の言葉を述べ、「幌延町をい
つまでも心安らぐ故郷にします」とあいさつ。参加者は不
戦を誓い献花しました。
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　実行委主催の婚活イベント「第5回幌延にＣＯＮか
い？」が８月24日、ふるさとの森森林公園で開かれ、

町内外の若者25人が交流を深めました。参加者は、自己紹
介や趣味の話で盛り上がりました。最後は好意のある人を投
票するマッチングも行いました。次回開催は年明けを予定。

　第42回北星園祭が9月1日、同
園で開かれ、多くの来場者でにぎ

わいました。オープニングは、同園の
利用者らでつくる「やちぶき太鼓」が
演奏。同園でつくった野菜などが販売
されたほか、特設池にニジマスなどを
放したつりぼりも大人気でした。

　町内の75歳以上を祝う「長寿ま
つり」が9月7日、国際交流施設で

開かれ、約100人が食事やカラオケな
ど余興を楽しみました。今年白寿を迎
えたのは１人、米寿は16人、喜寿は
24人で、野々村仁町長からお祝いが手
渡されました。（お祝いは、欠席され
た方にも後日お渡しします。）
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　第26回こざくら荘敬老会が9月14日、同荘で
開かれ、入所者とその家族は楽しいひと時を過

ごしました。余興では、職員が昭和の名曲などを披
露。認定こども園の園児たちが元気によさこいを踊
って会場を盛り上げると、入所者は笑顔を見せ、拍
手をおくっていました。
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日

　こんにちは、地域おこし協力隊の川瀨
夏実です。
　短い夏も終わり、だんだんと秋らしい

涼しい気候になってきました。７、8月は、おもしろ科学
館や名林公園まつり、盆踊り大会などの催しが盛り沢山で、
町が活気づく様子を見ることができました。
　７月末から8月上旬の週末は、観光列車「風っこそうや
号」が運行。役場職員と幌延駅でおもてなしイベントをし
ました。ふだん、ホロカルで販売しているトナカイの角細
工や秘境駅グッズのほか、町産のミズナラ材で作った箸置
きや蜂蜜を売りました。名林公園まつりがあった8月11日は、井上仁志観
光大使がホームでミニライブをするなど大盛り上がり。観光牧場から連れ
てきた本物のトナカイのお出迎えも大好評で、「駅にトナカイがいる！」と
皆さん驚いていました。
　短い停車時間でしたが、乗客だけでなく見に来てくれた方々にも幌延の
魅力を感じていただけたのではないかと思います。来年以降もこのような
イベントを通して、幌延に行ってみたいと思ってくれる人が増えればと願
っています。
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